
3 .材 料成分各条

第 1部  材 料成分
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アイ オ ノマー樹脂

Ionomer Resin

本 品 は 、エ チ レン とア ク リル酸 又 はエ チ レン とメ タ ク リル 酸 を共 重 合 し、部 分

的 に水酸 化 ナ トリウム あ るい は酸 化 亜鉛 等 で架 橋 した 共 重 合 体樹 脂 で あ る。

性   状

本 品 は 、 半透 明 の粉 末 又 は粒 状 で 、 にお い は ほ とん どな い。

確 認 試 験

木 品 につ き、赤 外 吸 収 スペ ク トル測 定法 の薄 膜 法 に よ り測 定 す る とき 、波 数

3440cm l、 3000-2900cm l、  1378cm l、 1190cm l、 1140cm l及 び 720cm lイ寸近 に 吸

収 が認 め られ る。

比    重  0 9 3 - 0 9 9

融   点  80～ 100℃

純 度 試 験

(1)溶  状

本 品 l g にキ シ レン 5 0 m L を 加 え、加 熱 して溶 かす とき 、液 は無 色 澄 明 で あ

る。

( 2 ) 重 金 属  2 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

( 3 ) ヒ  素  2 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

強 熱 残 分  0 1 % 以 下 ( 5 , O g 、第 1 法 )

ア ク リル酸 アル キル ・酢酸 ビニル 共重合 体エマル シ ョン( 2 )

A l k y l  A c r y l a t e ・V i n y l  A c e t a t e  C o p o l y m e r  E m u l s i o n ( 2 )

本 品 は 、主 と してア ク リル酸 アル キル ( C l ～ C 4 ヽ C 8 ヽ C 1 2 ) 及 び メ タ ク リル 酸

アル キル ( C l ～ C 4 ヽ C 8 ヽ C 1 2 ) 中 の 1 種 以 上 の成 分 と酢 酸 ビエル か らな る共 重 合

体 の エマ ル シ ョンで あ る。

性   状

本品は、乳白色の液体で、わずかに特異なにおいがある。

確認試験

本 品 に つ き 、 赤 外 吸 収 ス ペ ク トル 測 定 法 の 薄 膜 法 に よ り測 定 す る と き 、 波 数

2 9 4 0ハツ2 9 0  0 c m‐1、 1 7 3 0 c m  l (エス テ ル )、 1 4 5 0 c m‐1、 1  2  4 0  c l l l‐
1、 1  0  2 0  c l l l ' 1及び 7 2  0 c m

l 付近 に 吸 収 を認 め る。

p H   6 . 0 - 8 _ 5

純 度 試 験
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( 1 ) 重 金 属  2 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

( 2 ) ヒ  素  2 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

ア ク リル酸重合体部分 カ リウム塩

P a r t i a l  P o t a s s i u l n  S a l t  o f  P o l y a c r y l i c  A c i d

本 品 は 、 わず か に架 橋 され た ア ク リル 酸 重 合 体 部 分 カ リウム塩 を主成 分 とす

る吸 水性 樹 脂 で あ る。

性   状

( 1 ) 本 品 は 、 白色 の粉 末 で 、 にお い は ほ とん どな い。

( 2 ) 本 品 は、水 によ り吸収膨潤す るが、ほ とん ど溶 けない。

( 3 ) 融 点 : 2 0 0 ℃以上(分解)

確認試験

( 1 ) 本 品 1 . O g を と り、水 1 0 0 m L を 加 えてかき混ぜ た後 、1 0 分 間放置す る と

き、液はゲル状 となる。

( 2 ) ( 1 ) の グル状物 1 0 g に 塩化 カルシ ウム試液 l  m L を加 えて振 り混ぜ る とき、

白色 の沈澱 を生 じる。

( 3 ) ( 1 ) の ゲル状物 1 0 g に 硫酸マ グネ シウム試液 l  m L を加 えて振 り混ぜ る と

き、 自色の沈般 を生 じる。

( 4 ) ( 1 ) の グル状物 1 0 g に 塩化 コバル ト溶液 ( 1 → 2 5 ) l  m L を 加 え、更 に塩化

ア ンモニ ウム試液 2～ 3滴 を加 えて振 り混ぜ る とき、淡紅色の沈澱 を生 じ

る。 この沈機物 を とり、乾燥す る とき紫色 を呈す る。

( 5 ) 本 品 を灰化 して得 た残留物 は、炎色反応試験 に よ リカ リウムの定性反応

を呈す る。

純度試験

(1)色  素

本 品にエ タノ
ール を 1 0 倍 以上加 えて冷浸 し、 1 0 分 間か き混ぜ た後 、 ろ

過す る とき、 ろ液 は無色透明である。

( 2 ) 酸 及 びアルカ リ

本 品 1 . O g に新 たに煮沸 し冷却 した水 5 0 0 m L を 加 えて冷浸す る。 この液

2 5 m L に フェ ノール フタ レイ ン試液 3 滴 を加 える とき、液 は赤色 を呈 しな

い。 また、別 に 2 5 m L を と り、メチル オ レンジ試液 1 滴 を加 える とき、液

は黄色である。

(3)  ヤナい )七

本品に暗所 で紫外線 ( 主波長 : 3 6 5 n m ) を照射す る とき、著 しい けい光 を

認 めない。
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( 4 ) 重 金属  2 0 p p m 以 下( 第2 法 )

( 5 ) ア ク リル酸

第 1 法

本品 5 . O g をと り、 メタノール 1 0 m L を 正確 に加 えて 4 時 間振 り混ぜ た

後、放置 し上澄液 を試料溶液 とす る。別 に、ア ク リル酸標準 品 0 . 0 1 0 g を

量 り、 メタノール に溶か し正確 に 2 0 0 m L と し標 準溶液 とす る。

試料溶液及び標 準溶液 5 μ L に つ き、ガ スクロマ トグラフ ィー に よ り試

験 を行 い 、試料溶液のア ク リル酸 の ピー ク高 さ( H t ) 及び標 準溶液 のア ク リ

ル酸 の ピー ク高 さ( H s ) を沢J 定す る とき H t は H s よ り大 き くない。

第 2 法

本品 1 . O g をと り、これに生理食塩 水 2 5 0 m L を 加 え、 2 時 間授拌 後 ろ過

し試験溶液 とす る。

別 に、ア ク リル酸標準品 0 , 2 0 g をと り、生理食塩水で正確 に 1 0 0 m L と

し、その l  m L を とり生理食塩水 で正確 に 2 5 0 m L と し、標 準溶液 とす る。

試料溶液及び標準溶液 2 0 μ L に つ き、液体 クロマ トグラフ ィ
ー に よ り試

験 を行 い、試料溶液のア ク リル酸 の ピー ク高 さ( H t ) 及び標 準溶液 のア ク リ

ル酸 の ピー ク高 さ( H s ) を測定す る とき H t は H s よ り大 き くない。

乾燥減量  1 5 % 以 下( 2 , O g 、1 0 5 ℃、 3 時 間)

強熱残分  7 6 % 以 下( 第1 法 )

吸 収 能

本 品 1 . O g をナ イ ロ ン製織 物 ( 幅1 0 c n 、長 さ2  0 c m 及び 目開 き2 5 5 メッシ ュ) の

中に入れ 、 1 0 0 0 m L の生理 食塩 水 に 1 時 間浸せ き後 、 1 0 分問 放 置 し余率J 水を

取 り除 き吸収 能 を測 定す る とき、そ の吸収能 は試 料 質量 の 1 0 倍以 上 で あ る。

注) アク リル酸 は第 1 法 又は第 2 法 のいずれかに よ り確認す る。

ア ク リル酸重合 体部 分ナ トリウム塩

P a r t i a l  S o d i u m  S a l t  o f  P o l y a c r y l i c  A c i d

本 品は、わず かに架橋 されたア ク リル酸重合体部分ナ トリウム塩 を主成分 と

す る吸水性樹脂 である。

性   状

( 1 ) 本 品 は、 白色 の粉末で、においはほ とん どない。

( 2 ) 本 品 は、水 によ り吸収膨潤す るが、ほ とん ど溶 けない。

( 3 ) 融 点 : 2 0 0 ℃以上(分解)

確認試験
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( 1 ) 本 品 1 , O g を と り、水 1 0 0 m L を 加 えてかき混ぜた後、1 0 分 間放置す る と

き、液 はゲル状 となる。

( 2 ) ( 1 ) の ゲル状物 1 0 g に 塩化 カル シ ウム試液 l  m L を加 えて振 り混ぜ る とき、

白色の沈澱 を生 じる。

( 3 ) ( 1 ) の ゲル状物 1 0 g に 硫酸マ グネ シ ウム試液 l  m L を加 えて振 り混ぜ る と

き、 白色の沈殴 を生 じる。

( 4 ) ( 1 ) の ゲル状物 1 0 g に 塩化 コバル ト溶液 ( 1 → 2 5 ) l  m L を加 え、更 に塩化

ア ンモニ ウム試液 2～ 3滴 を加 えて振 り混ぜ る とき、淡紅色 の沈澱 を生 じ

る。 この沈澱物 を とり、乾燥す る とき紫色を星す る。

( 5 ) 本 品 を灰化 して得た残留物 は、炎色反応試験 に よ リナ トリウムの定性反

応 を呈す る。

純度試験

(1)色  素

本 品にエ タノール を 1 0 倍以上加 えて冷浸 し、 1 0 分間 か き混ぜ た後、 ろ

過す るとき、ろ液 は無色透明である。

( 2 ) 酸 及びアルカ リ

本 品 1 , O g に新 たに煮沸 し冷却 した水 5 0 0 m L を加 えて冷浸す る。この液

2 5 m L に フェノール フタ レイ ン試液 3 滴 を加 える とき、液 は赤色 を星 しな

い。 また、別に 2 5 m L を と り、メチル オ レンジ試液 1 滴 を加 える とき、液

は黄色である。

( 3 )  けい光

本 品 に暗 所 で紫 外線 ( 主波 長 : 3 6 5 n m ) を照射 す る とき、 著 しい けい 光 を

認 め ない。

( 4 ) 重 金 属  2 0 p p m 以 下 ( 第2 法 )

( 5 ) ア ク リル 酸

第 1 法

本 品 5 , O g を と り、 メ タ ノ
ール 1 0 m L を 正確 に加 えて 4 時 間 振 り混 ぜ た

後 、放 置 し上澄液 を試 料 溶 液 とす る。

別 に 、 ア ク リル 酸 標 準 品 0 , 0 1 0 g を量 り、 メ タ ノ
ー ル に 溶 か し正 確 に

2 0 0 m L と し標 準溶液 とす る。

試 料溶 液 及 び標 準溶 液 5 μ L に つ き、 ガ ス ク ロマ トグ ラ フ ィ
ー に よ り試

験 を行 い 、試 料溶 液 の ア ク リル 酸 の ピ
ー ク高 さ( H t ) 及び標 準 溶 液 の ア ク リ

ル 酸 の ピ
ー ク高 さ( H s ) を測 定 す る とき H t は H s よ り大 き くな い。

第 2 法

本 品 1 , O g を と り、これ に生理 食 塩 水 2 5 0 m L を 加 え、 2 時 間攪 拌 後 ろ過

し試 験 溶 液 とす る。

別 に 、ア ク リル酸 標 準 品 0 , 2 0 g を と り、生理 食塩 水 で正 確 に 1 0 0 m L と

し、そ の l  m L を と り生理 食 塩 水 で正確 に 2 5 0 m L と し、標 準 溶 液 とす る。

'64-



試料溶液及 び標準溶液 2 0 μ L につ き、液体 ク ロマ トグラフィ
ー によ り試験

を行 い、試料溶液のア ク リル酸の ピー ク高 さ( H t ) 及び標 準溶液 のア ク リル酸

の ピー ク高 さ( H s ) を測 定す るときH t はH s よ り大 き くない。

乾燥減量  1 5 % 以 下( 2 0 g 、 1 0 5 ℃、 3 時 間)

強熱残分  7 6 % 以 下( 第 1 法 )

吸 収 能

本 品 1 . O g をナ イ ロン製織 物 ( | ほ1 0  c m 、長 さ 2 0  c m 及び 目開 き 2 5 5 メ ッシ

ュ) の中に入れ 、 1 0 0 0 m L の 生理 食塩 水 に 1 時 間浸せ き後 、 1 0 分 間放置 し余

剰水 を取 り除 き吸収能 を測 定す る とき、そ の吸収 能 は試 料 質 量 の 1 0 倍 以 上

で あ る。

注) アク リル酸 は第 1 法 又は第 2 法 のいずれかによ り確認す る。

アセテー ト繊維

A c e t a t e  F i b e r

本 品 は 、セ ル ロー ス を酢 化 後 、部 分 的 に けん化 した セ ル ロー ス系繊 維 で あ る。

性   状

本 品 は 、無 色 ～淡 黄 色 の繊 維 で 、 にお い は ない。

確 認試 験

( 1 ) 本 品につ き、赤外吸収 スペ ク トル測定法の薄膜法 に よ り測定す るとき、渡

場(3 4 4 0 c m‐1、 2 9 2 0 c m - 1、 1 7 6 0 c m ' 1、 1 3 6 0 c m‐1、 1 2 4 0 c m 1`、 1  0  4  0  c i n‐1 ,曳てが90 0 c m

l付近 に吸収 を認 める。

( 2 )本 品 を燃焼す る とき、軟化 、収縮 して徐 々に燃 える。固い黒い塊が残 るが、

手で容易につぶせ る。

比   重  1 , 3 0～ 1 . 3 2

融   点  2 6 0℃

純度試験

( 1 )重 金属 2 0 p p m以 下 (第 2法 )

( 2 )ヒ  素  2 p p m以 下 (第 2法 )

乾燥減量  8 _ 0 %以 下( 2 , O g、 1 0 5℃、 3時 間)

強熱残分  2 _ 5 %以 下(第 2法 )

アルキルケテンダイマーエマルション
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本 品 は 、アル キル ケテ ンダイマ
ー を乳化 しエ マ ル シ ョン と した もの で あ る。

性   状

本 品 は 、自色 の液 体 で 、にお い はない か 、ま た は わず か に特 異 な にお い が あ る。

確 認試 験

本 品 を 1 0 5 ℃で 3時 間乾 燥 後 、赤外 吸収 スペ ク トル 測 定 法 の臭化 カ リウム錠 剤

法 に よ り測 定す る とき、波数 2 8 0 0 ～3 0 0 0 c m ‐
1、1 8 5 0 c m  l 、1 7 2 0 c m ‐1及び 1 4 7 0 c m ‐1

付 近 に吸収 を認 め る。

p H   3 _ 0 ～ 4 . 5

純 度試 験

( 1 ) 重 金 属  1 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

( 2 ) ヒ  素  2 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

ア ル ケ ニ ル 無 水 コハ ク酸 液

木品は、アル ケエル コハ ク酸無水物 と無水マ レイ ン酸 をマ レイ ン化反応後 、水

酸化 カ リウムでけん化 した ものである。

性   状

本 品は、赤褐色～淡赤褐色の液体で、わず かに特異なにおいがある。

確認試験

本品を 1 0 5 ℃で約 2 時 間乾燥後、赤外吸収 スペ ク トル法の薄膜法 に よ り測定す

るとき、波数 2 8 0 0 ～3 0 0 0 c m  l 、1 5 7 0 c i n  l 及び 1 4 1 0 o n  l 付近 に吸収 を認 める。

p H   7 _ 0 ～ 9 . 5

純 度試 験

( 1 ) 重 金 属  1 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

( 2 ) ヒ  素  2 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

イオ ツ

S u l f u r

本品 を乾燥 した ものは、定量す るとき、イオ ウ( S ) 9 9 , 5 % 以上 を含む。

性  状

本品は、淡黄色の微細 な無晶形又は結晶性粉末 で、においはない。

確認試 験
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本品は、点火す るとき

発す る。

純度試験

( 1 ) 液 性

青色の炎 をあげ、二酸化イオ ウよ うの特異 なにおいを

本 品 2 . O g に水 1 0 m L を加 えて振 り混ぜ 、ろ過 した液 は、中性 であ る。

(2) ヒ  素

本 品 0 , 2 g にア ンモニア試液 1 0 m L を 加 え、 3 時 間か き混ぜ ろ過 し、 ろ液

を水浴 上で蒸発乾固 し、硝酸 l  m L を加 え、再び蒸発乾固す る。残留物 に水

5  m L を加 えて溶 か し、これ を試験溶液 として試験 を行 うとき、その限度 は

1 0 p p  m 以下である。

乾燥減量  1 . 0 % 以下( 1 0 g 、シ リカゲル 、 4 時 間)

強熱残分  0 . 3 0 / 0 以下( 第1 法 )

定 量 法

本 品 を乾燥 し、その約 l g を 精密 に量 り、水酸化 カ リウム
・エ タ ノール試液

5 0 m L を 加 え、煮沸 して溶 か し、冷後 、水 を加 えて 2 5 0 m L と す る。この液 2 5 m L

に、過酸化水素試液 5 0 m L を 加 え、水浴 上で 1 時 間加熱す る。次 に、希塩 酸 を加

えて酸性 とし、水 2 0 0 m L を 加 え、煮沸 しなが ら沈殿 が生 じな くな るまで熱塩化

バ リウム試液 を滴下す る。これ を水浴上で 1 時 間加熱 した後、沈殿 をろ取 し、水

で よ く洗 う。 これ を恒 量 にな るまで 強熱 した後 、重 量 を量 り、硫 酸 バ リウム

( B a S 0 4 : 2 3 3 . 4 0 ) の量 とす る。 同様 の方法で空試験 を行 つて補正す る。

イ オ ウ( S ) の量 ( m g ) = 硫酸 バ リウム ( B a S 0 4 ) の量 ( m g ) ×0 , 1 3 7 4

ウレタン繊維

本品は、ポ リテ トラメチ レンエ
ーテル グ

シアネー トを反応後、 ジメチルアセ トア ミ

応 させ 高分子化 した繊維である。

リコール とジフ

ド溶媒 で希釈 し

メタンジイ ソ

ン化合物 と反

ル
　
ミヽ

一一　
ア

エ　　　　ヽ

性   状

本 品は、 白色 の弾性体で、においはない。

確認試験

本 品 を ジメチル アセ トア ミ ドに溶解 (1→ 5 )し 、赤外吸収 スペ ク トル 法 の薄

膜法 に よ り測定す る とき、32 5 0～ 3 5 0 0  c m  l、1 6 9 0～ 1 7 5 0  c m  l、1 5 0 0～ 1 5 7 5 c m  l

及 び 11 0 0  c m - 1 (エーテル結合)付近 に吸収が認 め られ る。

融   点  2 2 5℃ 以上 (分解)

純度試験

(1)色  素
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本品 1 0 g に エ タノール 1 0 0 m L を 加 えて冷浸 し、約 1 0 分 間撹拌後、

ろ過 し、そのろ液 5 0 m L を と り、ネスラー管に入れ上方か ら観祭す る時、

液の色は無色透明である。

( 2 ) 酸 及びアルカ リ

本品 l g に 新たに煮沸 し冷却 した水 3 0 0 m L を 加 えて冷浸す る。その

浸液 2 5 m L を 取 り、これ にフェノール フタ レイン試液 3 滴 を加 える とき、

紅色を呈 しない。また、別に同液 2 5 m L を と り、これ にメチルオ レンジ

試液 1 滴 を加 えるとき赤色 を呈 しない。

( 3 )  けい光

本 品 に暗所 で紫外線 (主波長 3 6 5 n m ) を照 射す る とき、著 しい けい光 又

は汚染 を疑 わせ るけい光 を認 めない。

( 4 ) 残 存イ ツシアネー ト

本品 0 . 3 g を精密 に量 り、メタノール 3  m L を 加 え 7 0 ℃で 3時 間抽 出 し

試料溶液 とす る。

別 に、ジフェエル メタンジイ ソシアネー トを 0 , 0 2 g と り、メタノール を

加 えて正確 に 1 0 0 m L と す る。この溶液 l  m L を と り、メタノール を加 えて

1 0 m L と し、標準溶液 とす る。

試験溶液及び標準溶液 を 5μ Lに つ き、次の条件 で液体 クロマ トグラフ

ィーによ り試験 を行 うとき、試料溶液 か ら得 られ るイ ソシアネー ト・メタノ

ール反応生成物 の ピー ク面積 は、標準溶液のイ ソシアネー ト・メタノール反

応 生成物 の ピー ク面積 よ り大 き くない。

操作条件

検出器 :紫 外吸光光度計 (測定波数 2 4 6 n m )

カ ラム :内 径 4 , 6 m m 、 長 さ 1 5  c m のステ ン レス管に液体 クロマ トグラム

用オ クタデ シル シ リル化 シ リカゲル を充填す る。

移動相 :ア セ トニ トリル 5 0 m L に 水 5 0 m L を 加 える。

流量 : ( 1 _ O m L / m i n ) イソシアネー ト,メタノール の反応生成物 の保持時間

が約 5分 になるよ う調整す る。

( 5 ) 重 金属  2 0 p p m 以 下(第2 法 )

強熱残分  5 % 以 下(第3 法 )

ウレタンフィルム

本品は、ポ リウレタンを溶融後、押出成型 した フィル ムである。

性   状

本 品は、半透明の弾性体で、においはほ とん どない。
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確認 試 験

本 品 につ き、 赤 外 吸 収 スペ ク トル 測 定法 の薄 膜 法 に よ り測 定す る とき、波 数

3 3 0 0 ～3 4 0 0  c m  l 、1 7 4 0  c m  l 、1  5  3  0  c l l l 「1 、1 0 7 0 ～1 1 7 0  c m  l 付近 に吸 収 が認 め ら

れ る。

純度 試 験

(1)色  素

本 品 1 0 8 を 新 た に煮 沸 して冷 却 した水 1 0 0 m L に 浸 し、 か き混ぜ 、 ろ過

し、 そ の ろ液 5 0 m L を と り、ネ ス ラ
ー 管 に いれ 、上 方 よ り観 察す る とき 、

ほ とん ど呈 色 しな い。

( 2 ) 酸 及 び アル カ リ

( 1 ) の試 験 の ろ液 2 5 m L を 内径 1 5 1 1 1 1 1 1 の試 験 管 に と り、 これ に フ ェ ノ
ー ル

フ タ レイ ン試 液 3 滴 を加 え る とき、紅 色 を呈 しな い。ま た 、別 に同液 2 5 m L

を と り、 これ に メチル オ レン ジ試 液 1 滴 を加 え る とき 、赤 色 を呈 しな い 。

( 3 ) け い 光

本 品 に暗 所 で紫 外線 ( 主波 長 : 3 6 5 n m ) を照 射 す る とき 、著 しい けい 光 又

は汚 染 を疑 わせ る けい光 を認 め な い。

( 4 ) 重 金 属  2 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

ウレタンフォー ム

本品は、ポ リエステルポリオール系の軟質ウレタンフォームである。

性   状

本 品は、 白色で多子し性 の弾性体で、においはない。

確認試験

( 1 ) ウ レタン結合の確認

本品約 0 . 2 g を試 験管 に入れ 、日を脱脂綿 でか る く栓 をす る。その試験 管

を小 さい炎で加熱 し、試料 を分解 させ たのち、その脱脂綿 を p 一 ジメチル

ア ミノベ ンズアルデ ヒ ドのメタ ノール溶液 ( 1 → 1 0 0 ) に浸 し、希塩酸 を 1

滴加 えて酸性 にす るとき、輝黄色 を呈す る。

( 2 ) エ ステル結合の確認

本 品約 0 . 0 5 g を試験管に入れ、水酸化カ リウムのメタノール溶液 ( 1 1 , 2

→ 1 0 0 ) を数滴加 えたのち、塩酸 ヒ ドロキシル ア ミンの飽和 メタノール溶液

を数滴加 える。 フェノール フタ レイ ン試液 を数滴加 え、 この混合物 がアル

カ リ性 で あることを確認す る。この混合物 を 2 0 ～4 0 秒 間水浴上で加熱 し約

1 分 間放冷 したのち、 l  m o 1 / L 塩酸試液 で酸性 にす る。 この溶液 に塩化 第

二鉄溶液 ( 2 →1 0 0 ) を 加 える とき、紫色 を呈す る。
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p H

本 品 1 , O g に、新 た に煮 沸 し冷 却 した水 1 0 0 m L を 加 え圧 した後 、 p H 測 定 法

に従 っ て p H を 測 定す る とき、そ の値 は 6 . 0 ～7 . 5 の範 囲 内 に あ る。

融   点  225～ 240℃ (第 1法 、 分 解 )

純 度試 験

( 1 ) 重 金 属  2 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

( 2 ) 残 存 モ ノマ ー

本 品 を乾燥 し、そ の 1 . O g を取 り、ジベ ン ジル ア ミンのベ ンゼ ン溶 液 ( 1

→ 1 0 0 , 0 0 0 ) 加え正確 に 1 0 0 m L と し温浴 で 1 時 間加 熱 す る。冷 後 、圧 して

浸液 を回収 す る。新 た にベ ンゼ ン 5 0 m L を 加 え浸せ き後圧 して浸液 を とる

操 作 を更 に 4 回 繰 り返す。 回収 した浸 液 を減 圧 下 で蒸 発 乾 固 した の ち 、 メ

タ ノー ル l  m L を 加 えて試 験溶 液 とす る。

別 にイ ソホ ロン ジイ ソシアネ ー ト 0 . 0 2 0 g を取 り、ベ ンゼ ン を加 え て 正

確 に 1 0 0 m L と す る。この溶 液 l  m L を 取 り、ジベ ンジル ア ミンのベ ンゼ ン

溶 液 ( 1 → 1 0 0 , 0 0 0 ) を加 え正確 に 1 0 0 m L と し温 浴 上 で 1 時 間加 熱 す る。

冷 後 、減 圧 下 で蒸 発 乾 固 した の ち、 メ タ ノ
ー ル l  m L を 加 え標 準 溶 液 とす

る。試 験溶 液及 び標 準溶 液 2 0 μ L に つ き、つ ぎの条件 で液 体 ク ロマ トグ ラ

フ ィー に よ り試 験 を行 い 、それ ぞれ の液 の イ ノホ ロンジイ ツシアネ
ー トの

ピー ク高 さ H t 及 び H s を 測 定 す る とき、H t は H s よ り大 き くな い。

測 定 条 件

検 出 器 : 紫 外 吸 光光度 計 ( 測定波 長 : 2 6 5 n m )

カ ラ ム : 内 径 4 _ 6 m m 、長 さ 1 5 0 m m の ステ ン レス管 にオ ク タデ シル 基

を化 学 結合 させ た 6 μ m の シ リカ ゲル を充填 す る。

移 動 相 :メ タ ノ
ール 85mLに 水 15mLを 加 え る。

流   量 : 0 . 7 m L / m i n (イ ソホ ロン ジイ ノシアネ ー トー ジベ ン ジル ア ミ

ン反 応 物 が約 10分 に な る よ うに調 整 す る。)

検 出感 度 :標 準溶 液 2 0μ Lか ら得 た イ ソホ ロ ンジイ ソシアネ
ー トの ピー

ク高 さが 5～ 1  0  1 1 u l lにな る よ うにす る。

強熱 残 分  0 , 2 % ( 第 1 法 )

エステルガム

Ester Gum

本 品 は、 ロジン又はその重合物 な どの誘導体のエステル化合物であ る。

性   状

本 品は、淡黄～淡褐色 のガラス状の塊 も しくは澄明の粘柄 な液体で、におい は

‐70‐



ないか、またはわずかに特異 なにおいがある。

確認試験

( 1 ) 本 品0 . l g に無水酢酸 1 0 m L を 加 え、水浴 中で加熱 して溶 か し、冷後 、硫酸

1滴 を加 える とき、紫赤色 を呈す る。

( 2 ) 本 品 l g に 水酸化ナ トリウム溶液 ( 1 →2 5 ) 5  m L 及び水 5  m L を加 えて激 し

く振 り混ぜ る とき、 自色～淡黄色に濁 り、持続す る泡 を生 じる。

純度試験

( 1 ) 溶  状  澄 明

本品 1 0 g を 量 り、 トルエ ン1 0 m L を 加 え、7 0 ～7 5 ℃に加温 して溶 か し、温

時 ろ過 し、2 4 時間放置 し、検液 とす る。

( 2 ) 酸  価  1 8 _ 0 以下 (第 1 法 )

本 品約 3 g を 精密 に量 り、ベ ンゼ ン ・エ タノール混液 ( 2 : 1 ) 5 0 m L を 加 え

て溶 か して検液 とし、試験 を行 う。

( 3 ) 重 金属  4 0 p p  m 以下( 0 . 5 0 g 、第 2法 、鉛比較液 2 . O m L )

( 4 ) ヒ  索  4 p p m 以 下( 0 . 2 5 g 、第 2法 )

強熱 残分  0 1 % 以 下( 2 0 g 、 第 1法 )

エ チ レン ・アク リル酸エ チル共重合体

Ethylene・ Ethyl Acrylate Copolymer(EAA)

本 品 は 、エ チ レン とア ク リル酸 エ チル を共 重合 して得 られ るエ チ レン ロア ク リ

ル 酸 エ チル 共 重合 体樹 脂 で あ る。

性   状

本 品 は 、 半透 明 の粉 末 又 は粒 状 で 、 にお い は ほ とん どな い。

確 認 試 験

本 品 につ き、赤 外 吸 収 スペ ク トル 測 定 法 の薄 膜 法 に よ り測 定 す る とき 、波 数

30 0 0 - 2 9 0 0 c m ~ 1、 1 7 4 0 c m‐1、 1 4 6 0 c m ~ 1、 1 3 7 8 c m‐1、 1 1 6 0 c m‐1、 1  1 4 0 c m ~ 1、 7  3  0  c l n - 1、

及 び 7 2 0 c m ‐1 付近 に吸 収 が認 め られ る。

比    重  0 . 9 1 ′～0 . 9 8

融   点  60～ 100℃

純度試験

( 1 ) 溶 状

本品 1 8 に キシ レン5 0 m L を加 え、加熱 して溶 かす とき、液 は無色澄明で

ある。

( 2 ) 重 金属 2 0 p p m 以 下( 第2 法 )

( 3 ) ヒ  素  2 p p m 以 下 ( 第2 法 )
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強熱残分  0。1 %以 下( 5 . O g、第 1法 )

エチ レン ・アク リル酸共重合体

Ethylene・ Acrylic Acid COpolyller(EEA)

本 品 は、エ チ レン とア ク リル酸 を共重 合 して得 られ るエ チ レン ・ア ク リル 酸 共

重 合 体樹脂 で あ る。

性   状

本 品 は、 半透 明 の粉 末 又 は粒 状 で 、 にお い は ほ とん どな い。

確 認 試 験

本 品 につ き 、赤 外 吸 収 ス ペ ク トル 測 定 法 の 薄 膜 法 に よ り測 定 す る とき、波 数

296 0 c m  l、 2  8  7  0  c l l l‐1、 13 7 9 c m‐1、 73 0 c m - 1、 7 2 2 c m  l及び 7 2 0  c l l l‐1イ寸近 ヤこ吸収 が認 め

られ る。

比    重   0 . 9 4 - 0 . 9 8

融   点  80～ 100℃

純 度 試 験

( 1 ) 溶 状

本 品 l g に キ シ レン 5 0 m L を 加 え、加 熱 して溶 かす とき 、液 は無 色 澄 明 で

あ る。

( 2 ) 重 金 属  2 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

( 3 ) ヒ  素  2 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

強熱残分 0 。1 % 以 下( 5 , O g 、第 1 法 )

エチ レン ・オ クテ ンー 1 共 重合 体

E t h y l e n e・ Oc t e n e - l  C o p o l y m e r

本 品 は 、エ チ レン とオ クテ ン
ー 1 を 共重合 して得 られ るエ チ レン ・オ クテ ン

ー

1 共 重合 体樹 脂 で あ る。

性   状

本 品 は 、半透 明 の粉 末 又 は粒 状 で 、にお い はほ とん どない 。

確 認 試 験

本 品 につ き、赤外 吸収 スペ ク トル測 定法 の薄 膜 法 に よ り測 定 す る とき、波数

296 0 c m‐1、 28  7 0 c m‐1、 14 6 0 c l l 1  1、 1 3 7 8 c l n  l、 8  9 9 c m‐
1、 73 0 c m‐1及び 720 c m‐1付近 に

吸収 が認 め られ る。
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比    重  0 8 5ハ▼0 , 9 4

融   点  115～ 130℃

純度試験

( 1 ) 溶 状

本 品 l g に キシ レン5 0 m L を加 え、加熱 して溶 かす とき、液 は無色澄明で

ある。

( 2 ) 重 金属  2 0 p p m 以 下( 第2 法 )

( 3 ) ヒ  素  2 p p m 以 下( 第2 法 )

強熱 残分  0 . 1 % 以 下 ( 5 0 g 、 第 1 法 )

エ チ レン ・酢酸 ビニル共重合 体 ( 1 )

Ethylene・ Vinyl Acetate Copolymer(EVA)(1)

本 品 は 、有機 過 酸 化 物 を反 応 開始剤 と し、エ テ レン及 び酢 酸 ビニル を高圧 の も

とで加 熱 、重 合 したエ チ レン ・酢酸 ビニル 共 重 合 体 で あ る。

性   状

( 1 ) 本 品 は 、乳 白色 のペ レ ッ ト状 又 はパ ウダー状 の 団体 で あ る。

( 2 ) 本 品 は 、 ト ル エ ン及 び キ シ レンに は 可溶 で あ るが 、水 に は ほ とん ど溶 け な

確 認 試 験

本 品 につ き 、赤外 吸 収 スペ ク トル 測 定法 の薄 膜 法 に よ り測 定 す る とき、波 数

1 7 4 0 c m  l 及び 1 4 7 0 c m ‐1 付近 に吸収 を認 め る。

純 度 試 験

( 1 ) 溶 状

本 品 l g に 熱 キ シ レン 1 0 0 m L に溶 かす とき、液 は透 明 で あ る。

( 2 ) 重 金 属  1 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

乾 燥 減 量  0 5 % 以 下 ( 1 0 g 、 8 0 ℃、 4 時 間)

強 熱 残 分  0 . 5 % 以 下 ( 3 0 g 、 9 0 0 ℃、 9 0 分)

エチ レン ・酢酸 ビニル共重合体( 2 )

Ethylene・ Vinyl Acetate Copolymer(EVA)(2)

本 品 は 、エ チ レン と酢 酸 ビエル ( 3 ～4 0 % ) を ラ ジカル 反 応 で 共 重 合 した樹 脂 で

あ る。
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性   状

本 品 は 、 半透 明 の粉 末 又 は粒 状 で あ り、 にお い は ほ とん どない。

確 認 試 験

本 品 につ き、赤外 吸収 スペ ク トル 測 定 法 の薄 膜 法 に よ り測 定す る とき、波 数

2920cm l、 2850clll l、 1735側
‐1、 1470clll l、 1370cll1 1、 1235cII1 1、 1020cm l及 び 720

c m  l 付近 に吸収 が認 め られ る。

比    重  0 . 9 1～0 9 8

融   点  60～ 100℃

純 度試 験

( 1 ) 溶 状

本 品 l g に キ シ レン5 0 m L を 加 え、加 熱 して溶 かす とき、液 は無色 澄 明 で

あ る。

( 2 ) 重 金 属  2 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

( 3 ) ヒ  素  2 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

強 熱 残 分  0 . 1 % 以 下 ( 5 . O g 、第 1 法 )

エチ レン ・酢酸 ビニル共重合体エマルシ ョン

Ethylene・ Vinyl Acetate Copolymer Emulsion

本 品 は 、主 と してエ チ レン及 び酢 酸 ビニル を中圧 の も とで乳 化 重 合 して得 られ

る共 重合 体 エ マル シ ョンで あ る。

性   状

本 品 は 、乳 白色 の液 体 で 、にお い は ない か 、また はわず か に特 異 な臭 い が あ る。

確 認 試 験

本 品 につ き、赤外 吸収 スペ ク トル 測 定法 の薄 膜 法 に よ り測 定す る とき、波 数

2960-2850cm l、  1740cm l、 1240cm l及 び 6 10cm‐
1付近 に吸 J又が高愁め らオわる。

p H   4 0 ～ 7 , 0

純 度試 験

( 1 ) 重 金 属  1 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

( 2 ) ヒ  素  2 p p  m 以 下 ( 第 2 法 )

強 熱 残 分  0 . 1 % 以 下 ( 第 1 法 )

エチ レン ・酢酸 ビニル ・ポ リプ ロピレン複合繊維

Ethylene・ Vinyl Acetate/Polypropylene Bicomponent Fiber
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本 品 は 、ポ リプ ロ ピ レン を芯 、ェ テ レン ・酢酸 ビエル 共 重 合 体 を鞘 な い しは サ

イ ドバ イ サ イ ドに複 合 した繊 維 で あ る。

性   状

本 品 は 、無色 ～ 白色 の繊 維 で 、 にお い は な い。

確 認 試 験

本 品 につ き、赤 外 吸 収 スペ ク トル 測 定 法 の薄 膜 法 に よ り汲J 定す る とき 、 波 数

28 8 0 c m  l、 2 8 2 0 c m‐1、 1 7 4 0 c m ~ 1、 1  4  5  0  c l l l‐1、 1 3 6 0 c m - 1、 1  2 4  0  c l l l‐1、 1 0  1 0 c m‐1、 7 2 0

c m  l 及び 6 0 0 c m t l 付近 に吸 収 を認 め る。

比    重  0 9 3 - 0 . 9 8

融   点  90～ 110℃

純 度 試 験

( 1 ) 重 金 属  2 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

( 2 ) ヒ  素  2 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

強 熱 残 分  2 . 5 % 以 下 ( 第 2 法 )

エチ レン ・ブテ ン共重合 体

E t h y l e n e・ B u t e n e  C o p o l y l l e r ( E B R )

本 品 は 、エチ レン とブ テ ンを共 重 合 して得 られ るエ テ レン ・ブテ ン共重 合 体 樹

脂 で あ る。

性   状

本 品 は 、 半透 明 の粉 末 又 は粒 状 で 、にお い は ほ とん どな い。

確 認 試 験

本 品 につ き、赤外 吸 収 スペ ク トル 測 定法 の薄 膜 法 に よ り測 定す る とき、波 数

2960cni l、 2 8 7 0 cin‐1、 1379cm l、 7 7 2 clll‐1、 730cll1 1及び 720cll1 1イ寸近 ヤこ吸 llRが認 め

られ る。

比    重  0 8 5 - 0 , 9 0

融   点  1 2 0 ～ 1 3 0 ℃

純度試験

(1)溶  状

本 品 1 富 にキシ レン5 0 m L を 加 え、加熱 して溶 かす とき、液 は無色澄 明で

ある。

( 2 ) 重 金属 2 0 p p m 以 下( 第2 法 )

( 3 ) ヒ  素  2 p p m 以 下( 第2 法 )

強熱残分  0 . 1 % 以 下( 5 . O g 、第 1 法 )
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エチ レン ・プ ロピ レン共重合 体

E t h y l e n e・ P r o p y l e n e  C o p o l y l n e r ( E P R )

本 品 は 、エ テ レン とプ ロ ピ レンを共重合 して得 られ るエ チ レン
・プ ロ ピ レン共

重合 体樹 脂 で あ る。

性   状

本 品 は 、半透 明 の粉末 又 は粒 状 で 、 にお い は ほ とん どない。

確 認試 験

本 品 につ き、赤 外 吸収 スペ ク トル 測 定法 の薄 膜 法 に よ り測 定す る とき、波 数

296 0 c u 1  1、 2 8 7 0 c m  l、 1  7  3  5  c I I‐1、 14 6 0 c m  l、 1 3 7 7 c l l 1  1、 1 1 5 0 c m  l、 9 3 7 c m  l、 7 3 0

c l l 1  1 及び 7 2 0 c l l 1  1 付近 に吸 収 が認 め られ る。

比    重   0 . 8 5 - 0 . 8 8

融   点  120～ 130℃

純 度試 験

( 1 ) 溶 状

本 品 l g に キ シ レン5 0 m L を 加 え、加 熱 して溶 か す とき、液 は無 色澄 明 で

あ る。

( 2 ) 重 金 属  2 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

( 3 ) ヒ  素  2 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

強 熱残 分  0 . 1 % 以 下 ( 5 _ O g 、第 1 法 )

ェチ レン ・ペ ンテ ン
ー 1 共 重合体

Ethylene・ Pentene-l Copolymer

本 品 は 、エ テ レン とペ ンテ ン
ー 1 を共 重 合 して得 られ るエ テ レン

・ペ ンテ ンー 1

共 重合 体 樹脂 で あ る。

性   状

本 品 は 、半透 明 の粉 末 又 は粒 状 で 、 にお い は ほ とん どな い。

確 認試 験

本 品 につ き、赤 外 吸収 スペ ク トル 測 定法 の薄 膜 法 に よ り測 定す る
とき、波 数

296 0 c I I l  l、 2 8 7 0 c l l 1  1、 1 4 6 0 c l l l  l、 1  3 7 8 c m ~ 1、 8  9 4  c l l l‐
1、 73 0 c l l 1  1及び 720  c l l l  l付近 ヤこ

吸 収 が認 め られ る。

比   重  085-0_94
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融   点  120～ 130℃

純度試験

( 1 ) 溶 状

本品 l g に キシ レン5 0 m L を加 え、加熱 して溶 かす とき、液 は無色澄 明で

ある。

( 2 ) 重 金属  2 0 p p m 以 下( 第2 法 )

( 3 ) ヒ  素  2 p p m 以 下( 第2 法 )

強熱残分  0 _ 1 % 以 下( 5 , O g 、第 1 法 )

エチ レン ・メタ ク リル酸共重合 体

Ethylene,Methacrylic Acid COpolymer(EMAA)

本 品 は 、エ テ レン とメ タ ク リル 酸 を共 重 合 して得 られ るエ チ レン ・メ タ ク リル

酸 共 重合 体 樹 脂 で あ る。

性   状

本 品 は 、 半透 明 の粉 末 又 は粒 状 で 、 にお い は ほ とん どな い。

確 認 試 験

本 品 につ き、赤 外 吸 収 スペ ク トル 測 定 法 の薄 l 莫法 に よ り測 定す る とき 、波 数

2960cm l、 2870cll1 1、 1710cm l、 1460cm l、 7 30 cll1 1及び 720clI1 1+寸近 に吸 J展が認 め

られ る。

比   重   0。 92-0.98

融   点  80～ 105℃

純度 試 験

( 1 ) 溶 状

本 品 l g に キ シ レン5 0 m L を 加 え、加 熱 して溶 かす とき、液 は無 色 澄 明 で

あ る。

( 2 ) 重 金 属  2 0 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

( 3 ) ヒ  素  2 p p m 以 下 ( 第 2 法 )

強熱 残 分  0 1 % 以 下( 5 . O g 、第 1 法 )

エチ レン 。メタク リル酸 メチル共重合体

E t h y l e n e  B  M e t h y l  M e t h a c r y l a t e  C o p o l y m e r ( E M M A )

本 品 は 、エ テ レン とメ タ ク リル 破 メチル を共 重 合 して得 られ るエ チ レン ・メ タ

ク リル 酸 メチ ル 共 重合 体樹 脂 で あ る。
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性   状

本 品 は、 半透 明 の粉 末 又 は粒 状 で 、 にお い は ほ とん どな い。

確 認 試 験

本 品 につ き、赤 外 吸収 スペ ク トル 測 定法 の薄 膜 法 に よ り測 定す る とき、波 数

3440cll1 1、 3000-2900 clll l、 1378cm l、 1190c「 1、 1 140clll l及び 720cコ1‐1イ寸近 に吸

収 が認 め られ る。

比    重   0 , 9 2 - 0 . 9 5

融   点  60～ 110℃

純 度試 験

( 1 ) 溶 状

本 品 l g に キ シ レン5 0 m L を 加 え、加 熱 して溶 かす とき、液 は無 色 澄 明 で

あ る。

( 2 ) 重 金属  2 0 p p m 以 下 ( 第2 法 )

( 3 ) ヒ  素  2 p p  m 以 下 ( 第2 法 )

強 熱 残 分  0 . 1 % 以 下 ( 5 . O g 、第 1 法 )

エチ レン ・4 - メ チルペ ンテ ンー 1 共 重合体

Ethylene・ 4‐酌【ethylpentene‐l Copolymer

木 品 は 、エ チ レン と4 - メ チルペ ンテ ン
ー 1 を共重 合 して得 られ るエ チ レン ・4

- メ チルペ ンテ ンー 1 共重 合体 樹 脂 で あ る。

性   状

本 品 は、 半透 明 の粉 末 又 は粒 状 で 、 にお い は ほ とん どな い。

確 認 試 験

本 品 につ き 、赤 外 吸 収 スペ ク トル 測 定 法 の薄 膜 法 に よ り測 定 す る とき 、波 数

2 9  6  0  c I I I‐1、 2  8  7  0  c I I I ~ 1、 1 4 6 0 c m - 1、 1 3 8 4 c m ~ 1、 1  3  6  6  c l l l ~ 1、 1  1  6  9  c i n - 1、 9 2 0 c m ~ 1、 7 3 0

c m ‐1 及び 7 2 0 c m  l 付近 に吸 収 が認 め られ る。

比    重  0 . 8 5～0 _ 9 4

融   点  120～ 130℃

純度試 験

( 1 ) 溶 状

本品 l g に キシ レン5 0 m L を 加 え、加熱 して溶 かす とき、液 は無色澄 明で

ある。

( 2 ) 重 金属  2 0 p p m 以 下(第2 法 )

( 3 ) ヒ  素  2 p p m 以 下(第2 法 )
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強熱残分  0 , 1 %以 下( 5 , O g、第 1法 )

化学パルプ

C h e■l i c a l  P u l p

本 品 は、繊維 を化学処理 し、繊維分 を分離 し化学パル プ とした ものである。

性   状

本 品は、 白色で、においはほ とん どな く異物 を含 まない。

純度試 験

( 1 ) リ グニ ン

本品に、フロログル シン 0 , l g に塩 酸 1 5 m L 及 び水 を加 えて溶 か し 2 0 m L

と した液 を滴 下す る とき、著 しい桃色又は赤色 を呈 しない。

(2)色  素

本 品 1 0 g を 新 たに煮沸 して冷却 した水 1 0 0 m L に 浸 し、か き混ぜ 、 ろ過

し、その ろ液 5 0 m L を と り、ネスラー管に入れ 、上方 よ り観 察す る ときほ

とん ど里色 しない。

( 3 ) 酸 及びアルカ リ

( 2 ) の試 験 のろ液 1 0 m L を 内径 1 5 m m の 試験管 に とり、これ にフェノール

フタ レイ ン試液 2 滴 を加 える とき、紅色 を呈 しない。 また別 に同液 1 0 m L

を と り、 これ にメチル オ レンジ試液 1 滴 を加 える とき、赤色 を呈 しない。

( 4 )  ヤナい光

本 品に暗所 で紫外線 (主波長 : 3 6 5 n m ) を照射す る とき、著 しい けい光又

は汚染 を疑 わせ るけい光 を認 めない。

灰   分  0 . 6 5 % 以 下 ( 5 . O g )

活 性 炭

Active Carbon

植 物 性 繊維 等 の炭素物 質 を酸化性 ガ スあ るい は化 学 処理 後 、高温 で賦 活 し

た もの で あ る。

性   状

本 品は、黒色の粉末 、粒又は繊維状で、においはない。

確認試 験

(1 )本 品 を粉末の場合 はそのまま、粒 又は繊維状 の場合 は よく粉砕 し、その約

0_ l gを 量 り、希 メチ レンブルー試液 10 m L及 び塩酸 (1→ 4 ) 2滴 を加 え、 よ
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